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2013年 9月 30日に佐藤篤司氏より博士学位請求論文が提出された。同年 10月 2日， 
人間社会研究科教授会において，人間社会研究科博士学位請求論文受理審査委員会が設置
されて，伊藤正子，小野純平，久保田幹子，皆川邦直の各教授が同委員に任命された。 
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教育相談群の内訳は、思春期の生徒 20 名（13 歳から 18 歳）。男性 11 名(平均年齢 14.54
歳、標準偏差 0.98)、女性 9 名(平均年齢 14.66 歳 標準偏差 0.47）である。母親 20 名。平
均年齢 43.65 歳、標準偏差 4.01 である。 
対照 
病院群の内訳は、思春期の生徒 20 名（13 歳から 18 歳）。男性 9 名(平均年齢 14.44 歳、
標準偏差 1.06)、女性 11 名(平均年齢 14.90 歳 標準偏差 1.31）である。母親 20 名は、平








① 生徒：子どもの精神科症状面接 (Children’s Interview for Psychiatric Syndromes；
ChIPS)を用いて精神科診断をする。子ども；子どもの精神科症状面接 (Children’s 
Interview for Psychiatric Syndromes) ChIPS は研究用の構造化面接であり、信頼性の
ある診断を得るために面接を行うものは一定の評価者間信頼性を得なければならない。 
② 母親；主題統覚検査(thematic apperception test；TAT を取り、それを用いて CRS に
よって母親の対象関係の発達の度合いを評定する)。子どもの行動チェックリスト











かが付いた対象、教育相談群 0 名と病院群 8 名)の発生率の検定のため、Fisher の正確
確率検定を行った。 
CBCL については、CBCL 総得点、内向性得点、外向性得点、そして各下位尺度得点
を算出し、各得点ごとに、群間を独立変数とし、CBCL 得点を従属変数として t 検定に
よる平均値の差の検定を行う。 





SES は順序尺度として、両群を Wilcoxon の順位和検定を用いて比較する。 



















示すが、これらの問題を含めて、9 つの下位尺度中 6 尺度で教育相談群の方が有意に高い。 
母親の比較 
CRS：病院群と比較すると教育相談群の母親の表象の複雑さのレベルは有意に低い。病院群























研究は皆無に近い。Fonagy(1994)らによるアンナ・フロイトセンター (Anna Freud 
Center；AFC)での治療効果についての研究以外にはほとんど見当たらない。その研究では、


























図 1 教育相談群、病院群における ChIPSによる診断名 
 











































図 4 教育相談群と病院群の SESの度数分布 
 
